
 

 

 

 

～本市出身の草双紙戯作者「仙客亭柏琳
せんかくていはくりん

」を知るイベント～ 

「仙客亭柏琳と音でつづる江戸景色」を開催します 
 

本市磯部出身の草双紙戯作者「仙客亭柏琳」をより深く知ることができるイベント「仙客亭柏琳と音でつ

づる江戸景色」を開催しますので、お知らせします。草双紙戯作者とは、大河ドラマ「べらぼう」で注目を集

めた江戸時代の挿絵入り読み物の作家のことです。 

仙客亭柏琳の子孫、荒井慶太氏による講演と、本市在住の邦楽ユニット「あさきゆめみし」による江戸時

代を感じられる邦楽の演奏をお楽しみいただけます。 

 

■日   時  令和８年２月７日（土） ①１３時３０分～１４時３０分、②１５時３０分～１６時３０分 

■会   場  市立図書館 視聴覚室 （相模原市中央区鹿沼台 2-13-1） 

■募集人数  各回４０名（申込順） 

■申込受付  １月６日（火）～ ※募集人数に達し次第受付を終了します。 

■申込方法  インターネットによる申込み 

             ※１回の申込みで２名まで受付可 

   ■その他    取材を希望される場合は、イベント前日までに問い合わせ先にご連絡ください。 

 

 
           
 
 
 
 
 

 
 

●仙客亭柏琳とは 

●邦楽ユニット「あさきゆめみし」について 

申込みなど詳しくはこちら 

東京芸術大学音楽学部邦楽科の同期生３人による女性邦楽ユ

ニット。 

本市在住の縁で結成し、流派（箏曲生田流・山田流）を超えて、

伝統を守りつつも新しい邦楽の可能性を求めて様々な活動を

展開している。 

仙客亭柏琳（本名：荒井金次郎）は、1798 年頃、相州磯部村（現在の南区磯部）で

生まれ、江戸時代の印刷業者・書店である「鶴屋」から３作品を出品したとされる

戯作者。出版物では、葛飾北斎や歌川国芳らが絵を手掛けている。 

令和７年１２月２５日 
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【問い合わせ先】 

シティプロモーション戦略課 

（電話：０４２－７０７－７０４５） 


